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19 「千載和歌集」の「詞書」の語彙について

　
　
　
一

　
本
稿
は
、
第
七
番
め
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
「
千
載
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注

（
以
下
、
「
千
載
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
い
さ
さ
か
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
語
彙
調
査
を
す
る
に
当
た
っ
て
問
題
と
な
る
単
位
語
の
と
り
方
は
、
宮
島
達
夫

氏
編
『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
笠
間
書
院
刊
。
以
下
、
『
語
い
表
』
と
略
称
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
お
け
る
規
定
を
お
お
む
ね
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
「
千
載
和
歌
集
」

の
語
数
調
査
に
関
し
て
は
、
滝
沢
貞
夫
氏
編
『
千
載
集
総
索
引
』
（
笠
間
書
院
刊
）

　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
二
恩
に
浴
し
た
。
な
お
、
以
下
、
語
彙
数
に
関
し
て
、
特
に
注
記
し
な
い
場
合

は
、
異
な
り
語
数
で
あ
る
。

　
　
　
ニ
ー
ω

　
「
千
載
詞
書
」
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
五
七
語
、
六

九
九
九
語
で
あ
り
、
平
均
使
用
度
数
は
五
・
五
七
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
、

以
前
調
査
し
た
こ
と
の
あ
る
三
代
集
や
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
三
代
集
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
と
と
も
に
示
し

た
も
の
が
表
（
1
）
で
あ
る
。

　
表
（
1
）
か
ら
、
「
千
載
詞
書
」
は
、
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
い
ず
れ
に
お

い
て
も
「
新
古
今
詞
書
」
よ
り
少
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
一
方
、
平
均
使
用
度
数
に

お
い
て
は
、
「
新
古
今
詞
書
」
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
②

次
に
、
「
千
載
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
つ

い
て
ふ
れ
る
。

　
あ
る
作
品
（
群
）
の
基
幹
語
彙
を
認
定

す
る
場
合
の
二
進
・
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

考
え
方
が
あ
ろ
う
が
・
こ
こ
で
は
・
延
べ
ω

語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
使
用
度
数
を
　
表

作品名 異なり語数 延べ語数
平均使用

x　　数

三代集詞書 2，353 16，177 6．88

千載詞集 1，257 6，999 5．57

新古今詞書 1，442 8，019 5．56
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持
つ
語
を
も
っ
て
、
仮
に
基
幹
語
と
す
る
。

　
「
千
載
詞
書
」
に
お
い
て
、
一
パ
ー
ミ
ル
（
七
）
以
上
の
使
用
度
数
を
持
つ
語

は
、
異
な
り
語
数
で
一
四
一
語
、
延
べ
語
数
で
五
〇
〇
七
語
で
あ
る
。
こ
の
延
べ

語
数
五
〇
〇
七
語
は
、
総
延
べ
語
数
の
七
一
・
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
筆

者
が
以
前
調
査
し
た
「
後
門
和
歌
集
」
や
「
拾
遺
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
後
撰
詞
書
」
　
「
拾
遺
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
に
お
け
る
七
一
・

二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
七
∴
三
パ
ー
セ
ン
ト
や
、
　
「
新
古
今
詞
書
」
に
お
け
る

七
一
・
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
的
近
い
数
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
一

四
一
語
を
「
千
載
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
す
る
こ
と
に
は
、
あ
る
程
度
の
妥
当
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
考
察
に
お
い
て
は
、
こ
の
一
四

一
語
を
基
幹
語
彙
と
し
て
使
用
す
る
。

　
な
お
、
資
料
と
し
て
「
千
載
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
を
頻
度
順
に
示
し
た
の
で
、

参
照
願
い
た
い
。

　
　
三
1
ω

　
次
に
、
　
「
千
載
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
、
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
安
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
」
（
以
下
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
略
称
す
る
）

と
を
比
較
し
、
考
察
を
加
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
表
（
2
）
は
、
西
田
直
敏
氏
が
「
平
家
物
語
」
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
と
お
お
む

ね
同
様
な
方
法
に
よ
り
「
千
載
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」

と
を
段
階
分
け
し
、
　
「
千
載
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
の
所
属
段
階
を
も
と
に
し
て
、

両
者
の
共
通
語
数
・
非
共
通
語
数
を
各
段
階
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
段
階
分
け
を
行
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
所
属
段
階
差
か
ら
、
そ
の
使
用
が
特

表（2）

「平安和文基本語彙」での段階

段　階 共通語数
1 2 3 4 5 6 7 8

非共通語

1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

2 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0

3 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0

4 6 0 0 1 1 2 0 1 1 2

5 13 4 1 1 1 3 2 0 1 2

6 30 0 3 5 8 4 4 5 1 5

7 39 1 2 0 5 13 7 5 6 18

8 14 0 0 1 1 1 3 7 1 7

計 107 5 8 8 17 24 17 18 10 34
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異
で
あ
る
と
み
な
す
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
考
え
方
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

二
段
階
以
上
の
所
属
段
階
差
が
あ
る
語
を
も
っ
て
特
徴
的
な
使
用
語
と
み
な
し
、

以
下
の
主
た
る
考
察
の
対
象
と
し
た
。

　
　
　
　
　
ω

　
表
（
2
）
に
よ
る
と
、
特
徴
的
な
使
用
語
は
、
①
段
階
一
語
、
②
段
階
二
語
、

④
段
階
二
語
、
⑤
段
階
七
語
、
⑥
段
階
↓
七
語
、
⑦
段
階
二
一
語
、
⑧
段
階
六
語

の
計
五
六
語
、
う
ち
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の
は

七
語
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
も
の
は
四
九

語
と
な
る
。

　
以
下
、
具
体
的
に
示
す
と

　
一
　
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
　
「
よ
む
（
詠
）
」
「
と
き
（
時
）
」
「
う
た
（
歌
）
」
「
つ
か
は
す
（
遣
）
」
「
こ
ひ

　
　
　
（
恋
）
」
「
ま
か
る
（
罷
）
」
「
た
び
（
旅
）
」

　
1
1
　
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
　
「
す
（
為
）
」
「
ひ
と
（
人
）
」
「
こ
と
（
事
）
」
「
あ
り
（
有
）
」
「
み
る
（
見
）
」

　
　
　
「
は
べ
り
（
侍
）
」
「
な
る
（
成
）
」
「
も
の
（
物
・
者
）
」
「
お
も
ふ
（
思
）
」

　
　
　
「
ま
た
（
又
）
」
「
う
へ
（
上
）
」
「
う
ち
（
内
・
内
裏
）
」
「
そ
の
（
其
）
」
「
ひ

　
　
　
と
び
と
（
人
人
）
」
「
き
く
（
聞
）
」
「
ひ
（
日
）
」
「
み
（
身
）
」
「
な
か
（
中
）
」

　
　
　
「
お
な
じ
（
同
）
」
「
ま
み
る
（
参
）
」
「
と
こ
ろ
（
所
）
」
「
か
の
（
彼
）
」
「
な

　
　
　
し
（
無
）
」
「
ほ
ど
（
程
）
」
「
よ
（
世
・
代
）
」
「
ま
へ
（
前
）
」
「
よ
（
夜
）
」
「
ゐ

　
　
　
ん
（
院
）
」
「
い
つ
（
出
）
」
「
な
く
（
泣
・
鳴
）
」
「
か
へ
る
（
帰
）
」
「
は
る

　
　
　
（
春
）
」
「
あ
ふ
（
逢
）
」
「
し
の
ぶ
（
偲
・
忍
、
四
段
）
」
「
ち
ゅ
う
じ
や
う

　
　
　
（
中
将
）
」
「
か
み
（
上
・
守
）
」
「
に
よ
う
ば
う
（
女
房
ご
「
た
つ
（
立
、
四

　
　
　
段
）
」
「
つ
か
う
ま
つ
る
（
仕
）
」
「
み
こ
（
御
子
）
」
「
か
く
（
書
）
」
「
み
ち

　
　
　
（
道
）
」
「
ゆ
く
（
行
）
」
「
み
ゆ
（
見
）
」
「
わ
た
る
（
渡
）
」
「
を
と
こ
（
男
）
」

　
　
　
「
つ
い
で
（
序
）
」
「
は
じ
め
（
始
）
」
「
ふ
る
（
降
）
」

　
以
上
の
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
群
の
う
ち
、
宮
島
達
夫
氏
が
『
語
い
表
』

に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
一
四
作
品
共
通
語
」
と
共
通
す
る
も
の
は
、
1
に
は
一
語
、

1
1
に
は
三
一
語
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
樺
島
忠
夫
氏
が
「
平
安
時
代
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

基
本
語
彙
」
と
し
て
示
さ
れ
た
三
〇
一
語
と
の
共
通
語
は
、
1
に
お
い
て
は
四
語
、

1
1
に
お
い
て
は
四
〇
語
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
㈹

　
次
に
、
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
七
語
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
に
み
る
と
、
そ
の
全
て
が
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
新
古
今
詞
書
」
で

の
同
様
な
語
群
と
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
　
「
拾
遺
詞
書
」
で
の
同

様
な
語
群
と
比
較
し
て
み
る
と
、
和
歌
に
関
す
る
「
よ
む
」
「
う
た
」
、
敬
語
の

「
つ
か
は
す
」
「
ま
か
る
」
、
時
に
関
す
る
「
と
き
」
の
五
語
が
共
通
す
る
こ
と
も

わ
か
っ
た
。

　
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
こ
ひ
」
「
た
び
」
と
い
う
二
語
が
、

「
新
古
今
詞
書
」
と
は
共
通
し
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
は
共
通
し
な
い
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
あ
る
。
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
ひ
」
「
た
び
」
と
い
う
語
の
頻
用
は
、
和

歌
の
題
材
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、

こ
の
二
語
は
、
あ
る
意
味
で
の
時
代
語
的
要
素
を
持
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
か
。

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に
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つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
四
九
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
新

古
今
詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
二
九
語
が
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
語
群
と
比
較
す
る
と
、
約
四
〇
パ
ー
セ

ン
ト
の
二
〇
語
が
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は
、
か
つ

　
　
　
　
　
（
9
）

て
も
ふ
れ
た
が
、
「
も
の
」
「
こ
と
」
「
ひ
と
」
「
す
」
「
あ
り
」
「
な
し
」
「
ま
た
」

等
に
代
表
さ
れ
る
、
「
詞
書
」
本
来
の
簡
潔
性
・
具
体
性
と
は
対
極
に
あ
る
、
「
詞

書
」
に
比
較
的
使
用
さ
れ
に
く
い
語
が
多
数
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通
し
な
い
語
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
属
す
る
の
は
、
表
（
2
）
で
わ
か
る
よ
う
に
三
四
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

語
は
、
便
宜
的
で
は
あ
る
が
、

　
1
　
和
歌
関
係
　
　
「
ひ
や
く
し
ゆ
（
百
首
）
」
「
だ
い
（
題
）
」
「
う
た
あ
は
せ
（
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
合
）
」
「
か
き
つ
く
（
書
付
、
下
二
段
）
」
「
じ
っ
し
ゆ
（
十
首
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
1
1
　
時
・
時
間
関
係
　
　
「
は
じ
め
て
（
始
）
」
「
に
ね
ん
（
二
年
ご
「
ぐ
わ
ん
ね
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
年
ご

　
m
　
人
物
関
係
　
　
「
ほ
り
か
は
み
ん
（
堀
川
院
）
」
「
う
だ
い
じ
ん
（
右
大
臣
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
と
く
み
ん
（
崇
二
院
）
」
「
せ
っ
し
や
う
（
摂
政
ご
　
「
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
じ
や
う
だ
い
じ
ん
（
太
政
大
臣
）
」
「
な
い
だ
い
じ
ん
（
内

　
　
　
　
　
　
　
　
大
臣
）
」
「
に
で
う
み
ん
（
二
条
院
）
」
「
し
ら
か
は
み
ん
（
白

　
　
　
　
　
　
　
　
河
院
）
」
「
と
し
た
だ
（
俊
忠
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
N
　
題
材
関
係
　
　
「
じ
ゅ
つ
く
わ
い
（
述
懐
）
」
「
く
れ
（
暮
）
」
「
い
は
ひ
（
祝
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
ち
ば
（
落
葉
）
」
「
や
ど
り
（
宿
）
」
「
う
の
は
な
（
卯
花
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
せ
き
ぢ
（
関
路
）
」

　
V
　
場
・
場
面
関
係
　
　
「
や
し
ろ
（
社
）
」
「
だ
い
じ
ゃ
う
ゑ
（
大
嘗
会
）
」
「
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
し
ゃ
う
じ
（
法
性
寺
）
」
「
か
も
（
賀
茂
）
」
「
や
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
（
山
寺
）
」
「
と
ば
ど
の
（
鳥
羽
殿
）
」
「
な
か
の
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
院
）
」

　
琉
　
そ
の
他
　
「
こ
も
り
み
る
（
籠
居
と
「
ゆ
き
が
た
（
悠
紀
方
）
」
「
す
き
が

　
　
　
　
　
　
　
た
（
主
基
方
）
」

の
よ
う
に
、
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
の
分
類
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
、
「
詞
書
」
の
基
本
的
要
素
で
あ
る

作
者
や
時
、
場
所
・
場
面
、
題
材
等
に
関
す
る
語
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

点
に
お
い
て
、
「
詞
書
」
で
頻
用
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
　
四
1
ω

　
次
に
、
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
の
語
種
別
、
品
詞
別
特
色
に
つ
い
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

　
表
（
3
）
は
、
三
一
ω
で
行
っ
た
の
と
同
様
な
段
階
分
け
を
「
千
載
詞
書
」
の
全

語
彙
に
つ
い
て
行
い
、
二
段
階
に
お
け
る
語
種
別
、
品
詞
別
所
属
語
数
を
、
比
率

と
と
も
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
表
（
3
）
に
よ
り
、
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
語
種
別
、
品
詞
別

の
順
に
考
え
る
。

　
　
　
　
　
②

　
ま
ず
、
語
種
別
特
色
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
の
語
種
別
比
率
は
、
表
（
3
）
の
よ
う
に
和
語
六
八
・
○
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表（3）

語種別語数 品　　　詞　　　別　　　語　　　数段
　
階

所　属

黶@数 和語 漢語 混種 名詞 動詞 形容 形動 副詞 連体 接続 感動 句等

1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

2 2 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

3 2 2 0 0 1 1 0 0 0 G 0 0 G

4 8 6 2 0 5 3 0 0 0 0 0 0 0

5 15 14 0 1 9 6 0 0 0 0 0 0 0

6 35 31 4 0 24 7 1 0 1 2 0 0 0

7 57 43 14 0 39 14 3 0 1 0 0 0 0

8 146 113 29 4 108 33 3 0 1 1 0 0 0

9 309 218 79 12 219 67 11 3 8 0 1 0 0

10 682 425 239 18 518 109 21 10 9 1 0 0 14

1，257 855 367 35 925 241 39 13 20 4 1 0 14合
　
計 ％ 68．0 29．2 2．8 73．6 19．2 3．1 1．0 1．6 0．3 0．1 0．0 1．1

パ
ー
セ
ン
ト
、
漢
語
二
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
混
種
語
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
漢
語
の
数
値
を
他
の
い
く
つ
か
の
「
詞
書
」
と
比
較
す
る
と
、
「
古
今
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
　
「
古
今
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
一
〇
・
○
パ
ー
セ

ン
ト
、
「
後
撰
詞
書
」
一
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
拾
遺
詞
書
」
二
〇
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
と
、
三
代
集
の
ど
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
比
率
よ
り
も
高
い
の
は
当
然
と
し

て
も
、
中
世
の
「
新
古
今
詞
書
」
の
二
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
も
高
い
点
は
注

目
に
値
す
る
。
た
だ
し
、
延
べ
語
数
に
お
け
る
比
率
で
み
る
と
、
「
新
古
今
詞
書
」

が
一
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
千
載
詞
書
」
は
一
四
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
と
、
相
当
低
率
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
『
語
い
表
』
所
載
の
諸
作
品
と
比
較
す
る
と
、
「
徒
然
草
」
（
二
八
∴

パ
ー
セ
ン
ト
）
や
「
大
鏡
」
（
二
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
比
較
的
近
い
点
、
や

は
り
和
歌
の
世
界
の
一
翼
を
担
う
「
詞
書
」
の
世
界
に
も
時
代
の
反
映
が
色
濃
く

み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
㈹

　
②
で
、
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
漢
語
の
比
率
は
、
異
な
り
語
数
で
み

る
と
、
「
新
古
今
詞
書
」
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
高
い
が
、
延
べ
語
数
で
み
る
と
、

反
対
に
、
相
当
低
い
点
に
つ
い
て
ふ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

よ
り
詳
し
く
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
4
）
は
、
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
漢
語
の
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
全
異
な
り
語
数
、
全
延
べ
語
数
に
対
す
る
比
率
、
異
な
り
語
数
で
の
比

率
を
一
と
し
た
場
合
の
延
べ
語
数
で
の
比
率
の
比
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
（
4
）
に
お
い
て
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
比
の
大
き
さ
と
、
「
千
載
詞
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書
」
に
お
け
る
比
の
小
さ
さ
が
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
値
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
、
『
語
い
表
』
所
載
の
諸
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
に
お
け
る
同
様
の
値
を
計
算
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
院
政
期
の
作
品
で
あ
る
「
大
鏡
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
○
・
五
八
、
中
世
の
作
晶
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
方
丈
記
」
が
○
・
五
三
、
「
徒
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
」
が
○
・
四
四
と
な
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
古
の
作
晶
で
み
る
と
、
「
伊
勢
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
」
「
古
今
和
歌
集
」
が
○
・
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
○
・
五
〇
、
「
更
級
日
記
」
「
源
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
語
」
「
枕
草
子
」
「
蜻
蛉
日
記
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
・
五
四
～
○
・
五
七
、
「
土
左
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
」
「
竹
取
物
語
」
が
○
・
六
四
、

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
後
撰
和
歌
集
」
が
○
・
六
七
、
「
紫

（表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
部
日
記
」
が
○
・
八
七
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
平
均
使
用
度
数
に
は
、
各
作
品
で
相
当
な
差
が
あ
り
、
そ

の
差
を
無
視
し
た
上
で
の
比
の
比
較
に
は
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
後
撰
詞
書
」

「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
の
比
の
比
較
は
、
平
均
使
用
度
数
も
ほ
ぼ
等
し

　
（
1
4
）

い
点
か
ら
考
え
、
有
効
性
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
み
る
と
、
「
千
載
詞
書
」
の
漢
語
使
用
は
、
『
語
い
表
』

異なり語数 比率A 延べ語数 比率B 比B／A

古今詞書 89 10．0 324 8．2 0．82

後出詞書 138 10．8 485 6．9 0．64

拾遺詞書 258 20．1 1，045 20．1 1．00

千載詞書 367 29．2 ！，035 14．8 0．51

新古今詞書 384　　　26．6 1，531 19．1 0．72

所
載
の
作
品
の
多
く
と
似
た
よ
う
な
傾
向
を
持
つ
も
の
の
、
「
後
撰
詞
書
」
や

「
新
古
今
詞
書
」
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
ω

　
次
に
、
晶
詞
別
特
色
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
表
（
3
）
に
よ
り
、
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
の
品
詞
構
成
比
を
み
る
と
、
名
詞
が

七
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
目
を
引
く
り
こ
の
値
は
、
「
拾
遺
詞
書
」

の
七
四
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
新
古
今
詞
書
」
の
七
二
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較

的
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
表
（
3
）
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、

延
べ
語
数
に
お
け
る
比
率
で
み
る
と
、
「
千
載
詞
書
」
は
六
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
り
、
こ
の
値
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
新
古
今
詞
書
」

の
六
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
す
る
と
多
少
低
い
も
の
の
、
「
古
今
詞
書
」
の

六
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
も
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
、
「
千

載
詞
書
」
の
こ
れ
ら
の
値
は
、
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
の
ど
れ
よ
り
も
高

い
も
の
で
あ
る
。

　
一
回
転
形
容
語
類
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
・
連
体
詞
）
を
み
る
と
、

「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
比
率
は
六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
こ
の
値
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
品
の
ど
れ
よ
り
も
低
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
詞
書
」
が
、

　
　
和
歌
・
俳
句
な
ど
の
作
者
・
制
作
の
動
機
・
日
時
・
場
所
・
場
面
・
対
象
・

　
　
目
的
、
そ
の
他
前
後
の
事
情
等
に
つ
い
て
記
し
、
ま
た
作
品
の
主
題
・
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
等
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
形
容
語
言
の
比
率
の
低
さ
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
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表（5）

三代集詞書　　　新古今詞書 竹取物語 伊勢物語 源氏物語段
階

所　属

黶@数 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通　非共通 共　通 非共通 共　通 非共通

1 1 1 0 1 0 1　　　　0 1 0 1 0

2 2 2 0 2 0 2 0 2 0 2 0

3 2 2 0 2 0 2 0 2 0 2 0

4 8 8 0 8 0 5 3 7 1 7 1

5 15 14 1 15 0 12 3 13 2 13 2

6 35 34 1 35 0 25 10 28 7 33 2

7 57 48 9 57 0 29 28 37 20 50 7

8 146 99 47 126 20 48 98 83 63 109 37

9 309 176 133 196 113 95 214 122 187 203 ！06

10 682 235 447 210 472 105 577 141 541 332 350

計 1，257 619 638 652 605 324 933 436 821 752 505

共　通　度 0，207 0，319 0ユ44 0，173 0，063

更級日記 大　　　鏡 方　丈　記 徒　然　草段
階

所　属

黶@数 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通 非共通 共　通 非共通

1 1 1 0 1 0 0 1 1 0

2 2 2 0 2 0 ！ 1 2 0

3 2 2 0 2 0 2 0 2 0

4 8 4 4 6 2 4 4 6 2

5 15 13 2 14 1 11 4 13 2

6 35 31 4 34 1 22 13 30 5

7 57 36 21 50 7 27 30 43 14

8 146 84 62 104 42 55 91 96 50

9 309 131 178 179 130 72 237 154 155

10 682 158 524 260 422 97 585 221 461

計 1，257 462 795 652 605 291 966 568 689

共　通　度 0ユ68 0ユ20 0，138 0，115

る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
　
「
千

載
詞
書
」
の
語
彙
は
、
品
詞
構
成

比
上
、
一
般
の
和
文
脈
系
作
品
よ

り
名
詞
の
比
率
が
高
く
形
容
語
類

　
　
　
　
（
1
7
）

の
比
率
が
低
い
、
「
詞
書
」
の
語
彙

の
特
色
と
も
考
え
ら
れ
る
性
格
を

具
備
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
五

次
に
、
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙

と
、
「
三
代
集
詞
書
」
「
新
古
今
詞

書
」
「
竹
取
物
語
」
「
伊
勢
物
語
」

「
源
氏
物
語
」
「
更
級
日
記
」
「
大

鏡
」
「
方
丈
記
」
「
徒
然
草
」
の
各

語
彙
と
の
共
通
性
に
つ
い
て
み
る

こ
と
に
よ
り
、
　
「
千
載
詞
書
」
の

語
彙
の
特
色
の
一
端
に
ふ
れ
る
。

　
表
（
5
）
は
、
「
千
載
詞
書
」
の

語
彙
を
中
心
に
し
、
各
作
品
の
語

彙
と
の
共
通
語
数
・
非
共
通
語
数
、

　
（
1
8
）

共
通
度
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
　
「
竹
取
物
語
」
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以
下
の
作
言
に
お
け
る
各
課
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
『
語
い
表
』
に
よ
っ
た
。

　
以
下
、
表
（
5
）
か
ら
わ
か
る
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
ま
ず
、
共
通
語
数
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
語
彙
量
の
比
較
的
小
さ
い
「
竹
取
物

語
」
や
「
方
丈
記
」
と
の
共
通
語
数
が
⑥
段
階
あ
た
り
か
ら
、
他
作
品
の
そ
れ
と

比
較
し
た
場
合
、
少
な
く
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
全
体
を
通
し
て
の
共
通
語
数
で

は
、
語
彙
量
の
大
き
い
「
源
氏
物
語
」
と
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
、

「
新
古
今
詞
書
」
と
「
大
鏡
」
が
並
び
、
「
三
代
集
詞
書
」
「
徒
然
草
」
が
そ
れ
ら

に
続
く
。
各
「
詞
書
」
と
の
共
通
語
数
の
多
さ
は
当
然
と
言
え
よ
う
が
、
語
彙
量

の
比
較
的
大
き
い
「
大
鏡
」
や
「
徒
然
草
」
と
の
共
通
語
数
が
思
っ
た
程
多
く
な

（
1
9
）

い
の
が
目
を
引
く
。

　
次
に
、
共
通
度
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
新
古
今
詞
書
」
と
の
そ
れ
が
最
も
高

く
、
「
三
代
集
詞
書
」
「
伊
勢
物
語
」
「
更
級
日
記
」
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

　
語
彙
量
の
比
較
的
小
さ
い
「
方
丈
記
」
と
の
共
通
度
は
、
平
安
期
の
「
竹
取
物

語
」
の
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
の
、
院
政
期
の
「
大
鏡
」
や
中
世
の
「
徒
然
草
」
と
の

共
通
度
の
低
さ
は
、
共
通
語
数
の
少
な
さ
同
様
、
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
六

　
次
に
、
順
位
相
関
の
観
点
か
ら
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
右
の
こ
と
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
「
三
代
集

詞
書
」
の
各
基
幹
語
彙
の
う
ち
、
三
作
品
に
共
通
す
る
七
五
語
を
用
い
た
。

　
表
（
6
）
は
、
対
象
と
す
る
七
五
語
を
「
千
載
詞
書
」
の
使
用
頻
度
順
に
並
べ
、

各
「
詞
書
」
に
お
け
る
頻
度
順
位
と
と
も
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

を
も
と
に
し
、
ス
ピ
ア
マ
ン
の
計
算
式
に
よ
り
順
位
相
関
係
数
を
計
算
し
た
と
こ

ろ
、
「
千
載
詞
書
」
と
「
新
古
今
詞
書
」
と
の
間
が
○
・
七
八
六
、
「
千
載
詞
書
」

と
「
三
代
集
詞
書
」
と
の
間
が
○
・
六
四
九
、
　
「
新
古
今
詞
書
」
と
「
三
代
集
詞

書
」
と
の
間
が
○
・
七
〇
六
と
い
う
結
果
を
得
た
が
、
以
上
の
相
関
係
数
か
ら
考

え
る
と
、
各
「
詞
書
」
の
語
彙
の
間
に
は
、
強
い
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、

「
千
載
詞
書
」
と
「
新
古
今
詞
書
」
と
の
相
関
は
、
非
常
に
強
い
と
言
え
る
。

　
一
方
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
語
彙
が
同
一
で
は
な
い
の
で
、
単
純
な
比
較
は
で

き
な
い
が
、
か
つ
て
計
算
し
た
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
2
）

「
拾
遺
詞
書
」
と
の
相
関
係
数
と
、
今
回
行
っ
た
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
千
載
詞

書
」
と
の
相
関
係
数
か
ら
考
え
る
と
、
「
千
載
詞
書
」
と
「
三
代
集
詞
書
」
と
は
、

相
当
強
い
相
関
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」
等
と

の
相
関
よ
り
は
弱
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
時
代
的
な
条
件

等
を
勘
案
す
る
と
、
当
然
の
帰
結
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
千
載
詞
書
」
と
「
三
代
集
詞
書
」
と
の
相
関
係
数
は
、
「
新
古
今

詞
書
」
と
「
三
代
集
詞
書
」
と
の
相
関
係
数
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
注
目
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
古
今
和
歌
集
」
か
ら
脱
却
し
て
、
新
し
い
「
古

今
和
歌
集
」
た
ら
ん
と
し
た
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
の
語
彙
と
「
三
代

集
詞
書
」
の
そ
れ
と
の
相
関
が
、
「
新
古
今
和
歌
集
」
よ
り
は
相
対
的
に
保
守
的

と
考
え
ら
れ
る
「
千
載
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
の
語
彙
と
「
三
代
集
詞
書
」
の
そ

れ
と
の
相
関
よ
り
も
強
い
か
ら
で
あ
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
か
に
つ

い
て
は
興
味
を
そ
そ
る
が
、
そ
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
七

　
「
千
載
詞
書
」
の
漢
語
の
使
用
が
、
使
用
比
の
点
で
「
後
撰
詞
書
」
や
「
新
古
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表（6）

Nα 単　　語 千　載 新　古 三　代 醤α 単　　語 千　載 新　古 三　代

1 よむ 1 2 2 39 うへ 40 59 72

2 とき 2 5 6 40 なる 40 36．5 24

3 うた 3 1 13 41 ゆき 40 42 62

4 こころ 4 9 30 42 ところ 42．5 26．5 17

5 いふ 5 8 10 43 もの 42．5 49．5 20

6 つかはす 6 10 1 44 まうつ 44 39 65

7 たてまつる 7 7 34 45 おもふ 47 63．5 41

8 しる 8 3 4 46 その 47 55 55

9 だい 9 4 3 47 ひとびと 47 31 59

10 つき 10 17 42 48 めす 47 71 74

11 はな 11 24．5 19 49 をのこ 47 46．5 69．5

12 うたあはせ 12 6 23 50 かへる 50．5 40．5 35．5

13 いへ 13 12 14 51 はる 50．5 26．5 46．5

14 のち 14 20．5 30 52 あふ 52．5 49．5 33

15 す 15．5 15 11 53 しのぶ 52．5 49．5 38．5

16 はべり 15．5 24．5 18 54 かきつく 55．5 63．5 49

17 まかる 17 14 9 55 かへりごと 55．5 59 37

18 ひと 18 13 5 56 はじめて 55．5 74 69．5

19 みる 19 18 15 57 まへ 55．5 63．5 62

20 こと 20．5 11 21 58 ほど 58．5 67．5 52．5

21 もと 20．5 22 8 59 よ 58．5 44 55

22 をんな 22 19 7 60 かみ 61 74 57．5

23 あり 23．5 67．5 16 61 なし 61 59 43

24 まうす 23．5 30 62 62 ひさし 61 33．5 28

25 とし 25 35 30 63 ゐん 63 59 60

26 きく 27 33．5 22 64 あした 65．5 44 44

27 くに 27 46．5 32 65 あそん 65．5 38 26

28 ころ 27 20．5 35．5 66 すむ 65．5 44 52．5

29 うだいじん 30 67．5 75 67 とほし 65．5 74 72

30 ひ 30 36．5 25 68 かく 69 40．5 40

31 み 30 32 46．5 69 みち 69 67．5 49

32 なか 32 23 65 70 もみち 69 55 57．5

33 おなじ 34 71 51 71 うめ 73 59 68

34 かへし 34 16 12 72 さくら 73 71 38．5

35 やま 34 29 55 73 はは 73 55 65

36 あき 36．5 28 45 74 ふる 73 63．5 49

37 また 36．5 49．5 27 75 みゆ 73 53 67

38 ほととぎす 38 52 72
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今
詞
書
」
と
異
な
っ
た
、
特
異
な
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
に
つ
い
て
は
既
に
ふ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
特
異
性
が
何
に
よ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
（
7
）
は
、
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
三
代
集
詞
書
」
に
お
け
る
漢
語
の
延
べ
語
数
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
幹
語
で
の
延
べ
語
数
を
、
各
面
延
べ
語
数
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
比
率
と
と
も
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
（
7
）
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
「
千
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
書
」
で
は
、
延
べ
語
数
に
お
け
る
漢
語
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
と
の
関
係
に
お
い
て
、
基
幹
語
彙
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
語
の
比
率
が
「
三
代
集
詞
書
」
　
「
新
古
今
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
」
よ
り
も
小
さ
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
基
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
彙
に
お
け
る
漢
語
の
延
べ
語
数
で
の
比
率
の

ω
　
　
　
　
小
さ
さ
が
・
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
漢
語
の

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
異
性
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
右
の
点
を
よ
り
具
体
的
に
言
う
と
、
基
幹
語
の
一
つ
で
あ
る
「
だ
い
（
題
）
」

の
使
用
度
数
の
少
な
さ
が
「
千
載
詞
書
」
の
漢
語
使
用
比
の
特
異
性
に
関
係
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
新
古
今
詞
書
」
に
お
け

る
「
だ
い
」
の
使
用
度
数
は
二
四
九
で
あ
る
が
、
「
千
載
詞
書
」
に
お
い
て
「
新

古
今
詞
書
」
と
同
様
な
比
率
で
「
だ
い
」
が
使
用
さ
れ
だ
と
す
る
と
、
そ
の
度
数

　
　
　
　
（
2
2
）

は
二
二
二
と
な
り
、
表
（
4
）
で
示
し
た
比
は
○
・
五
七
と
な
る
。
ま
た
、
「
三
代

作品名 延べ語数 比　率 基幹語延べ語数 比　率

三代集詞書 L854 11．5 963 9．2

千載詞書 1，035 14．8 482 9．6

新古今詞書 1，531 19．1 933 16．3

集
詞
書
」
と
同
様
な
比
率
で
そ
れ
が
使
用
さ
れ
だ
と
す
る
と
、
そ
の
度
数
は
一
九

五
、
比
は
○
・
五
五
と
な
る
。
こ
の
数
値
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
だ
い
」
の
使
用

度
数
の
み
に
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
漢
語
使
用
比
の
特
異
性
の
要
因
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
大
き
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ

る
。　

で
は
、
「
千
載
詞
書
」
に
お
い
て
、
何
故
「
だ
い
」
と
い
う
語
の
度
数
が
少
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
井
上
宗
雄
氏
は
、
「
千
載
和
歌
集
」
の
詞
書
に
関
し
て
、

　
　
千
載
集
は
複
雑
な
題
も
単
純
な
題
も
す
べ
て
「
心
を
よ
め
る
」
に
統
一
さ
れ

　
　
て
い
る
。
…
…
（
略
）
…
…
単
純
な
題
も
複
雑
な
題
も
、
要
す
る
に
そ
の
美
的

　
　
本
質
（
趣
旨
）
を
詠
む
と
い
う
精
神
が
強
烈
に
確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

　
　
（
灘

　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
さ
れ
て
い
る
が
、
題
詠
の
確
立
に
よ
る
「
詞
書
」
そ
の
も
の
の
変
容
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
八

　
以
上
、
　
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
み
て
き
た

が
、
こ
こ
で
そ
の
要
点
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

　
1
　
　
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
異
な
り
語
数
は
一
二
五
七
語
、
延
べ
語

　
　
数
は
六
九
九
九
語
で
あ
る
。

　
2
　
延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
度
数
を
持
つ
語
を
基
幹
語
と
す
る
と
、

　
　
「
千
載
詞
書
」
の
そ
れ
は
、
異
な
り
語
数
で
一
四
一
語
、
延
べ
語
数
で
五
〇

　
　
〇
七
語
と
な
る
。
こ
の
五
〇
〇
七
語
は
、
　
「
千
載
詞
書
」
の
全
延
べ
語
数
の

　
　
七
一
・
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
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3
　
　
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
に

　
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
上
位
の
七
語
の
う
ち
、
「
こ
ひ
（
恋
）
」
　
「
た
び
（
旅
）
」

　
と
い
う
二
語
は
、
時
代
語
的
要
素
を
持
っ
た
も
の
と
言
え
る
。

4
　
　
「
千
載
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
の
う
ち
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
共
通

　
し
な
い
も
の
に
は
、
作
者
や
時
、
場
所
・
場
面
、
題
材
等
に
関
す
る
語
が
多

　
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
　
「
詞
書
」
の
語
彙
を
特
色
づ
け
る
語
群

　
で
あ
る
と
言
え
る
。

5
　
　
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
漢
語
の
異
な
り
語
数
で
の
比
率
は
二
九

　
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
注
目
に
値
す
る
高
さ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
時
代
の

　
反
映
が
色
濃
く
う
か
が
え
る
。

6
　
　
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
漢
語
の
使
用
は
、
延
べ
語
数
で
の
比
率

　
と
異
な
り
語
数
で
の
比
率
と
の
関
係
に
お
い
て
、
　
「
後
撰
詞
書
」
や
「
新
古

　
今
詞
書
」
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

7
　
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
は
、
品
詞
構
成
比
上
、
名
詞
の
比
率
が
高
く
形
容

　
語
類
の
比
率
が
低
い
、
　
「
詞
書
」
の
語
彙
の
特
色
と
も
考
え
ら
れ
る
性
格
を

　
具
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

8
　
　
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
と
他
作
品
の
語
彙
と
の
共
通
語
数
で
は
、
語
彙
量

　
の
大
き
い
「
源
氏
物
語
」
と
の
そ
れ
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
、
　
「
新
古

　
今
詞
書
」
「
大
鏡
」
が
並
び
、
「
三
代
集
詞
書
」
「
徒
然
草
」
が
そ
れ
ら
に
続

　
く
。

9
　
共
通
度
は
、
「
新
古
今
詞
書
」
と
の
そ
れ
が
最
も
高
く
、
「
三
代
集
詞
書
」

　
「
伊
勢
物
語
」
「
更
級
日
記
」
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

10
@
順
位
相
関
係
数
か
ら
み
る
と
、
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」
「
三
代
集

　
詞
書
」
の
各
語
彙
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
強
い
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、

　
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
と
「
新
古
今
詞
書
」
の
語
彙
と
の
相
関
係
数
は
○
・

　
七
八
六
で
あ
り
、
非
常
に
強
い
相
関
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
　
「
千

　
載
詞
書
」
の
語
彙
と
「
三
代
集
詞
書
」
の
そ
れ
と
の
相
関
よ
り
、
　
「
新
古
今

　
詞
書
」
の
語
彙
と
「
三
代
集
詞
書
」
の
そ
れ
と
の
相
関
の
方
が
強
い
点
も
注

　
目
さ
れ
る
。

11

@
6
で
も
ふ
れ
た
「
千
載
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
漢
語
使
用
の
特
異
性
に

　
は
、
「
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
「
だ
い
（
題
）
」
と
い
う
語
の
使
用
度
数
の
少

　
な
さ
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
）（

1
）
　
以
下
、
用
例
や
統
計
に
関
し
て
『
語
い
表
』
と
し
た
場
合
は
、
宮
島
達
夫
・

　
　
中
野
洋
・
鈴
木
泰
・
石
井
久
雄
氏
編
『
フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
古
典
対
照
語
い
表
お
よ

　
　
び
使
用
法
』
（
笠
間
書
院
刊
）
に
よ
る
。

（
2
）
　
た
だ
し
、
私
意
に
よ
り
読
み
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
3
）
拙
稿
1
「
三
代
集
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
文
学
』
一
三

　
　
号
）
、
1
1
又
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文

　
　
学
』
一
九
号
）
。
以
下
、
「
三
代
集
詞
書
」
お
よ
び
「
新
古
今
詞
書
」
に
関
し
て

　
　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
の
も
の
に
よ
る
。
な
お
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て
は
、

　
　
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数
値
に
異

　
　
動
が
あ
る
。

（
4
）
　
拙
稿
m
「
『
後
撰
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
此
島
正
年
博

　
　
士
喜
寿
記
念
国
語
語
彙
語
法
論
叢
』
所
収
）
、
W
「
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』

　
　
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
八
巻
）
。
以
下
、
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「
後
影
詞
書
」
お
よ
び
「
拾
遺
詞
書
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
の
も
の

　
　
に
よ
る
。
な
お
、
語
数
・
比
率
等
に
関
し
て
は
、
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み

　
　
方
変
更
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数
値
に
異
動
が
あ
る
。

（
5
）
　
大
野
晋
氏
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」

　
　
（
『
国
語
学
』
八
七
集
）
。

（
6
）
　
西
田
直
敏
氏
著
『
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
』
（
明
治
書
院
刊
）
八
四
頁
。

（
7
）
　
樺
島
忠
夫
氏
著
『
日
本
語
は
ど
う
変
わ
る
か
1
語
彙
と
文
字
i
』
（
岩
波
新

　
　
書
）
六
八
～
七
｝
頁
。

（
8
）
　
「
古
今
詞
書
」
「
後
撰
詞
書
」
「
拾
遺
詞
書
し
「
千
載
詞
書
」
「
新
古
今
詞
書
」

　
　
に
お
け
る
「
こ
ひ
（
恋
）
」
と
「
た
び
（
旅
）
」
の
使
用
度
数
を
示
す
と
、
表
（
イ
）

　
　
の
よ
う
に
な
る
。

表（イ）

こ　ひ た　び

古　　今 0 1

後　　撰 1 6

拾　　遺 0 3

千　　載 105 25

新古今 68 26

（
9
）
　
（
3
）
の
拙
稿
H
。

（
1
0
）
　
結
び
題
で
の
使
用
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
時
間
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
ほ
と
ん
ど
が
結
び
題
で
の
使
用
例
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
結
び
題
で
の
使
用
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
場
所
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
拙
稿
V
「
『
古
今
和
歌
集
』
詞
書
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
七

　
　
号
）
。
以
下
、
「
古
今
詞
書
」
に
関
し
て
は
前
掲
の
も
の
に
よ
る
。
な
お
、
語
数
・

　
　
比
率
等
に
関
し
て
は
、
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み
方
変
更
に
よ
る
再
調
査
の

　
　
結
果
、
そ
の
数
値
に
異
動
が
あ
る
。

（
1
4
）
　
「
後
撰
詞
書
」
の
平
均
使
用
度
数
は
五
・
四
九
、
「
新
古
今
詞
書
」
の
そ
れ
は

　
　
五
・
五
六
で
あ
り
、
「
千
載
詞
書
し
に
お
け
る
数
値
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

（
1
5
）
　
『
語
い
表
』
所
載
の
一
四
作
晶
中
、
最
も
形
容
語
類
の
比
率
の
低
い
作
品
は
、

　
　
「
万
葉
集
」
の
七
∴
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
「
千
載
詞
書
」
の
延
べ
語

　
　
数
に
お
け
る
形
容
語
類
の
比
率
は
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
一
方
、
前
述

　
　
の
一
四
作
品
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
お
い
て
、
異
な
り
語
数
に
お
け
る
比

　
　
率
よ
り
、
延
べ
語
数
に
お
け
る
比
率
の
方
が
高
い
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
三
・

　
　
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
値
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
6
）
　
国
語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
刊
）
の
「
詞
書
・
左
注
」
の

　
　
項
（
井
出
至
氏
担
当
）
。

（
1
7
）
　
か
つ
て
調
査
し
た
各
「
詞
書
」
の
形
容
語
類
の
異
な
り
語
数
に
お
け
る
比
率

　
　
は
、
「
古
今
詞
書
」
が
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
後
撰
詞
書
」
が
九
・
ニ
パ
ー
セ

　
　
ン
ト
、
「
拾
遺
詞
書
」
が
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
新
古
忌
詞
書
し
が
六
・
ニ
パ

　
　
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
共
通
度
は
、
水
谷
静
夫
氏
が
「
語
彙
の
共
通
度
に
つ
い
て
」
（
『
計
量
国
語
学
』

　
　
七
号
）
で
示
さ
れ
た
計
算
式
に
よ
っ
た
。

（
1
9
）
　
「
千
載
詞
書
」
と
異
な
り
語
数
に
お
い
て
大
差
の
な
い
「
拾
遺
詞
書
」
と

　
　
「
大
鏡
し
「
徒
然
草
」
と
の
共
通
語
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
二
七
語
、
五
七
七
語

　
　
と
、
「
千
載
詞
書
」
と
「
大
鏡
」
「
徒
然
草
し
と
の
共
通
語
数
よ
り
も
多
い
。

　
　
各
作
品
の
成
立
年
代
を
考
慮
す
る
と
、
「
千
載
詞
書
」
と
「
大
鏡
」
「
徒
然
草
し

　
　
と
の
共
通
語
数
は
少
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
「
大
鏡
」

　
　
と
の
共
通
語
数
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
の
全
異
な
り
語
数
の
五
六
・
五
パ
ー
セ
ン

　
　
ト
、
「
千
載
詞
書
」
と
「
大
鏡
し
と
の
そ
れ
は
五
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

　
　
こ
と
か
ら
し
て
も
、
前
述
の
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
田
中
章
夫
氏
が
「
語
彙
研
究
に
お
け
る
順
位
の
扱
い
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研

　
　
究
　
七
』
所
収
）
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
。

（
2
1
）
　
相
関
係
数
は
、
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
古
今
詞
書
」
と
が
○
・
七
六
八
、
「
三
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代
集
詞
書
」
と
「
後
撰
詞
書
」
と
が
○
・
八
二
三
、
「
三
代
集
詞
書
」
と
「
拾
遺

　
　
詞
書
」
と
が
○
・
八
四
四
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
「
新
古
今
詞
書
」
延
べ
語
数
／
「
新
古
今
詞
書
」
で
の
「
だ
い
」
の
使
用
度
数

　
　
ほ
（
「
千
載
詞
書
」
延
べ
語
数
1
「
千
載
詞
書
」
で
の
「
だ
い
」
の
使
用
度
数
＋

　
　
X
）
／
X
に
よ
り
X
ほ
二
二
二
を
得
た
。
ま
た
、
「
三
代
集
詞
書
」
に
関
し
て
も
、

　
　
同
様
な
計
算
を
行
い
、
一
九
五
と
い
う
度
数
を
得
た
。

（
2
3
）
　
井
上
宗
雄
氏
「
再
び
『
心
を
詠
め
る
』
に
つ
い
て
1
後
拾
遺
・
金
葉
集
に
み

　
　
ら
れ
る
詞
書
の
↓
傾
向
1
」
（
『
立
教
大
学
臼
本
文
学
』
三
九
号
）
。

（
2
4
）
　
題
詠
の
確
立
が
、
「
題
知
ら
ず
」
の
減
少
と
「
心
を
詠
め
る
」
の
増
加
と
い
う

　
　
形
で
典
型
的
に
表
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
以
下
に
示
し
た
「
千
載
詞
書
」
に
お

　
　
け
る
「
こ
こ
ろ
（
心
）
」
の
使
用
度
数
の
多
さ
も
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

　
　
　
表
（
ロ
）
は
、
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
度
数
と
、
全
延
べ
語
数

　
　
に
対
す
る
「
こ
こ
ろ
」
の
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

表（ロ）

こころ 比　率

古　　今 6 0．15

後　　撰 53 0．76

拾　　遺 4 0．08

千　　載 304 4．34

新古今 150 1．87

（一

繼
繹
黶
E
九
・
三
〇
）
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（
資
料
）
　
「
千
載
詞
書
」
の
基
幹
語
彙

二　二　二　二　こ　ニ　一・一　一　一　一　一　一　一　一　一
ﾜ　四　三　ニー　〇　九　八　七　六　五　四　三　ニ　一　〇　九　八　七　六五　四　三　ニー

順
位

さ　も　こ　み　ほ　ひ　ま　は　す　の　い　う　は　つ　だ　し　た　こ　つ　ひ　い　こ　う　と　よ
き　と　と　る　り　と　か　べ　　　ち　へ　た　な　き　い　る　て　ひ　か　や　ふ　こ　た　き　む 単

か　　　　る．り　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　ま　　　は　く　　　ろ
は　　　　　　　　　　　　　は　　　　　　　　　つ　　　す　し
ゐ　　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　　　　　る　　　　　ゆ 語

先　元　事　見　堀　人　罷　侍　為　後　家　歌　花　月　題　知　奉　恋　遣　百　言　心　歌　時　詠
前本　　　　川　　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　　　　　首

下　　　　院

　　　　　　　　　　　　　　　　一一　一　一二　三　三三七
O三三　四　四　五五　五　五　五　六七　七七　七　八　O　O　O　五一　〇　五　八　八
�ｵ七　〇八　二三　四　四　八　五〇　二　四　六　三　一五　八　七七　四　五　二　五

度
数

五　四　四　四　四　四　四　四　四　四　四　三　三　三　三　三　三　三　三　三　三　二　二　二　二
Z　九八　七　六　五四　三　ニー　〇　九　八七　六五　四　三　ニ　一〇　九八　七　六

順
位

ゆ　な　う　ま　ほ　か　ま　じ　あ　や　や　か　お　な　た　み　ひ　う　こ　く　き　と　ま　あ　を
ｫ　る　へ　ゐ　と　く　た　ゆ　き　ま　し　へ　な　か　び　　　　　だ　う　に　く　し　う　り　ん
@　　る　と　る　　　つ　　　　　ろ　し　じ　　　　　　　　　い　　　　　　　　　す　　　な
@　　　ぎ　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
@　　　す　　　　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん

@　　　　　　い

単
語

雪　成　上　参　時　隠　又　述　秋　山　社　返　同　中　旅　身　Ei右　頃　国　聞　年　申　有　女

@　　　鳥　　　　懐　　　　　　事　　　　　　　　　大

@　　　　　　　　　　　　　　　臣
一　一　一　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　二　三

繼縺@九〇一一二二二　四　四　四　四　五五六六六七七七八　九　九一

度
数

七七七　七七　七六六六六　六六六六六六五五五五五五五五五
ﾜ　四　三　ニー　〇　九　八七　六　五　四　三ニー〇　九　八　七　六五　四　三　ニー

順
位

か　か　よ　ほ　ち　し　あ　は　に　せ　す　か　を　め　ひ　だ　だ　そ　お　う　ま　か　も　と　く
へ　き　し　ふ　ゆ　の　ふ　る　ふ　つ　と　へ　の　す　と　い　い　の　も　ち　う　の　の　こ　れ 単

り　つ　　　し　う　ぶ　　　　　だ　し　く　る　こ　　　び　な　じ　　　ふ　　　づ　　　　　ろ
ご　く　　　や　じ　　　　　　　う　や　ゐ　　　　　　　　と　こ　や
と　　　　　う　や　　　　　　　　　う　ん　　　　　　　　　ん　う 語

じ　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

返　書　由　寺　中　忍逢　春　入　摂　崇　帰　男　召　人　大　大　其　思　内　詣　彼　物　所　暮
言　付　　　名　将　　　　　　　道　政　徳　　　　　　　人　納　嘗　　　　　内　　　　　者

院　　　　　　　　言　会　　　　裏

＿　　　　　　　＿　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一

O三四　四　四　四　四　五五五　五五　六六六六六六六六七七八　八八

度
数

九　九　九　九　九　九　九　九　九　九　八　八　八　八　八　八　八　八　八　八　七　七　七　　　七

續ｪ七　六五　四三ニー〇　九八七六五　四　三ニ　一〇　九八七　　　六

順
位

あ　ゐ　み　ま　に　に　じ　あ　よ　ひ　に　な　ち　ち　か　よ　や　ほ　の　か　ま　は　な　　　だ
ｵ　ん　ゆ　つ　ね　で　つ　か　す　さ　よ　し　ゆ　ぎ　み　　　ま　ど　ぼ　も　へ　じ　い　　　い
ｽ　　　き　　　ん　う　し　つ　　　し　う　　　う　る　　　　　で　　　る　　　　　め　だ　だ　じ
@　　　　ゐ　ゆ　き　　　　　ば　　　な　　　　　　　ら　　　　　　　　　て　い　い　や
@　　　　ん　　　　　　　　　う　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　じ　う
@　　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん　ん

単
語

朝　院　御　松　二　二　十　暁　寄　久　女　無　中　契　上　夜　山　程　上　地　前　始　内　　　太
@　行　　　年　条　首　　　　　　　房　　　納　　　守　　　寺　　　　　名　　　　　大　大　政
@　　　　院　　　　　　　　　　　　雷　　　　　　　　　　　　　　　　　臣　臣

　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　㎜h一　一　一　一　一　一　一　＝　＝コ＝　　　：＝九　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　一　一　一　一　一　一　一　二　二　二　二　二　二　二　二　　　二
度
数
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一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　｝　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　＿　　　　　　一

��ｱ二二ニー一一一一一一一一一〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇ﾜ　四　三ニ　一〇　九　八七　六五　四　三　ニー〇　九　八　七　六　五　四　三　二一〇

順
位

さ　こ　こ　う　う　ゆ　ゆ　や　も　み　み　と　し　ぐ　か　よ　み　な　と　つ　た　す　お　い　い　あ
く　も　も　め　の　く　き　ど　み　つ　ち　ば　ぐ　わ　く　　　こ　く　ほ　か　つ　む　ち　は　つ　そ 単
ら　る　り　　　は　　　が　り　ぢ　　　　　ど　れ　ん　　　　　　　　　し　う　　　　　ば　ひ　　　ん

ゐ　　　な　　　た　　　　　　　　　の　　　ね　　　　　　　　　　　ま
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　　　つ

@　　　　　　　　　　　　　　　る
語

桜　籠　籠　梅　卯　行　悠　宿　紅水　道　鳥　時　元　書　世　御　泣　遠　仕　立　住落　祝　出　朝
居　　　花　　　紀　　　葉　　　　　羽　雨　年　　　代　子　鳴　　　　　　　　　葉　　　　　臣

方　　　　　　　　殿

七七七七　七八八八八八八　八八　八八　九　九　九　九　九　九　九九　九　九九

度
数

一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　一

l　四　三　三　三　三　三　三　三　三　三　三　二　二　二　ニー〇九　八七六五　四　三　ニー〇九　八七六 順
位

を　わ　わ　み　ふ　は　は　な　な　な　な　と　つ　せ　す　し
ﾆ　つ　た　ゆ　る　は　じ　つ　げ　が　か　し　い　き　き　ら
ｱ　ら　る　　　　　　　め　　　く　っ　の　た　で　ち　が　か
@ふ　　　　　　　　　　　　　　　き　ゐ　だ　　　　　た　は

@　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　ゐ
@　　　　　　　　　　　　　　ん

単
語

男　頬　渡　見　降　母　始　夏　嘆　九　中　人　序　関　主　白

@　　　　　　　　月　院　名　　　路　基　河
@　　　　　　　　　　　　　方　院

七　七七七七七七七　七七七七七七七七

度
数


